
○岡田議長 次に、森田議員。

〔森田議員質問席へ〕

○森 田議 員 森 田悟 史 でござ いま す。 令和７ 年９ 月定例 会に おき

まし て、 大要４ 点を 質 問した いと 思い ます。 市長 をはじ め当 局の

皆様には明解で前向きな御答弁をお願い申し上げます。

そ れで は、早 速質 問 に移り たい と思 います 。ま ず、全 天候 型の

子どもの遊び場についてです。

子 育て 世代か らは 、 雨の日 や猛 暑の ときに 屋内 で安心 して 子ど

もを 遊ば せる場 所が 市 内に不 足し てい るとい うよ うな声 が寄 せら

れて おり ます。 これ ま では雨 の日 に遊 ぶ場所 がな いとい う問 題が

中心 だっ たと思 いま す が、近 年、 猛暑 によっ て、 晴れて いて も気

温が 高過 ぎて公 園等 、 屋外で 遊ば せる ことが なか なか難 しい とい

うよ うな 声も上 がっ て きてお りま す。 これは 、子 どもの 心身 の発

達で あっ たり、 保護 者 の育児 スト レス に直結 する 問題で もあ るか

なと いう ふうに 考え て おりま して 、そ こで、 まず 初めに 、子 育て

世代 から 雨や猛 暑の 際 に屋内 で安 心し て子ど もを 遊ばせ る場 所が

市内 に不 足して いる と の声が 届い てい ますが 、こ の現状 をど のよ

うに課題として捉えているかを伺いたいと思います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 屋内 の子 ども の遊び 場の 現状の 課題 につ

いて でご ざいま すが 、 雨天時 に加 えま して、 近年 は猛暑 など の影

響も あり 、天候 に左 右 されな い屋 内の 居場所 、遊 び場を 求め る声

を多 くい ただい てお り まして 、そ の確 保は現 代的 課題で ある と捉

えて おり ます。 子ど も の居場 所の 拡充 につき まし ては、 米子 市こ

ども 計画 でござ いま す よなご っこ 未来 計画に おき まして 、重 点施



策の 一つ として 位置 づ けてお りま して 、地域 にお ける多 様な 子ど

もの居場所の充実に努めていくこととしております。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 課 題認 識 してい ただ いて いると のこ とで、 現在 、ま

んが 図書 館活用 事業 が 実施さ れて おり ますが 、子 どもの 遊び 場と

して 十分 な機能 を果 た してい るか とい うとこ ろは 改めて 検証 する

必要があるかなというふうに思っております。

対 策の 一つと して 米 子マン ガミ ュー ジアム 無料 開放事 業が 実施

され てお ります が、 こ れまで の利 用実 績や利 用者 からの 反響 をど

のように評価しておられるのかお伺いいたします。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 利用 実績 や利 用者か らの 反響に 対す る評

価に つい てでご ざい ま すが、 令和 ６年 度の利 用実 績につ きま して

は、 合計 ８７日 の実 施 により 延べ 人数 といた しま して、 子ど も 2,

７ ６ ９ 人 、 保 護 者 2,２ ２ ４ 人 の 合 計 4,９ ９ ３ 人 の 利 用 が ご ざ い ま

し た 。 利 用 者 か らの 反 響につ きま して は、ア ンケ ートの 結果 、ほ

とん どの 方から 天候 に 左右さ れず 、親 子等で 過ご せる居 場所 とし

て有 効で あった とい う 声をい ただ いて おりま す。 たくさ んの 御利

用を いた だいて おり 、 アンケ ート でも 肯定的 な意 見がほ とん どで

ある こと から、 事業 の 目的で あり ます 天候に 左右 されな い親 子等

の居 場所 づくり に一 定 程度貢 献し てい るもの と評 価して おり ます。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 お よそ 5,０ ０ ０ 人 の 利 用 が あ っ た と の こ と 、 結 構何

か多 いの かなと いう 印 象を持 った んで すけれ ども 、御答 弁い ただ

いた よう に、天 候に 左 右され ない 親子 等の居 場所 づくり に一 定程



度貢 献し ている とい う ところ はそ のと おりな のか なとい うふ うに

思い ます し、あ とパ イ ロット 事業 であ るとい うふ うに理 解を して

おり ます ので、 今後 の 発展的 な取 組と いうと ころ にも期 待を した

いというふうに思っております。

そ の際 により 具体 的 な政策 を打 ち出 すため には 、保護 者や 子ど

もた ちが どのよ うな 場 所をど の地 域で いつ利 用し たいの かと いっ

た具 体的 なニー ズを 把 握する こと が不 可欠で ある という ふう に考

えて おり ます。 一口 に 遊び場 とい って も、乳 幼児 向けの 安全 なス

ペー スを 求める 方も お られれ ば、 小学 生さん が走 り回れ るよ うな

スペ ース が必要 だと い う意見 もあ った り、市 街地 がよい のか 、郊

外が よい のかと いう と ころで 、私 のと ころに 届く 声だけ でも 非常

にニ ーズ が多様 化し て いるな とい うふ うに感 じて おりま して 、実

態と して はもっ とも っ と多様 なニ ーズ がある ので はない かな とい

うふ うに 考えて おり ま す。そ の中 で、 勘であ った り思い 込み で施

設整 備な どを進 める と 、思っ てい たの と違う であ ったり 、使 いづ

らい とい うよう な結 果 になり かね ませ ん。で すの で、事 前の 丁寧

なニ ーズ 調査が 満足 度 の高い 施策 につ ながる ので はない かと 考え

ます。

こ の具 体的な ニー ズ を把握 する こと が不可 欠だ と思い ます が、

子ど もの 遊び場 や居 場 所につ いて のニ ーズを これ までど のよ うに

把握 し、 また今 後ど の ように 把握 して いくお 考え か伺い たい と思

います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 これ まで 及び 今後の ニー ズ把握 につ いて

でご ざい ますが 、こ れ までま んが 図書 館活用 事業 を利用 され まし



た保 護者 及び子 ども へ のアン ケー ト調 査や子 ども の居場 所に 関す

るア ンケ ート調 査な ど を実施 し、 ニー ズの把 握に 努めて きた とこ

ろで ござ います 。ア ン ケート 調査 の結 果から 、親 子の遊 び場 とし

て様 々な 体験が でき る 場所が 望ま れて いるこ とが うかが える など、

今後 の施 策の検 討の 参 考とな るニ ーズ の把握 、分 析を行 うこ とが

でき まし た。今 後も 機 会を捉 えま して 、保護 者や 子ども への アン

ケー トや ヒアリ ング な どを様 々に 実施 するほ か、 特に子 ども たち

の意 見を 聞いて いく 取 組とい たし まし て、子 ども たちが 集い 、議

論す るよ うな機 会を 設 け、意 見を 聞く 取組も 加え まして 、よ り多

角的 に具 体的な ニー ズ 把握を 行い 、そ の分析 がで きます よう 取り

組んでまいりたいと考えております。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 ぜ ひお 願 いした いと 思い ます。 その ニーズ を把 握し

た上 で、 どのよ うに 応 えてい くか とい うのは 決し て簡単 では ない

かな とい うふう に理 解 をして おり ます 。既存 の公 共施設 の空 きス

ペー スを 活用し たり 、 商業施 設の 空い てる一 角と いうと ころ を一

時的 に利 用した り、 あ るいは 企業 の社 会貢献 活動 と連携 した りと、

多様 な資 源の活 用も 想 定され るの かな という ふう に思っ てお りま

す。 この ニーズ に応 え るため には 、新 規の整 備と いうこ とだ けで

なく 、既 存スト ック 活 用や公 民連 携に よる遊 び場 確保の 可能 性に

つい て検 討を進 める 必 要があ るの では と考え ます が、市 の見 解を

お伺いいたします。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 議 員が 言 われる とお り、 こちら のほ うにも やは り雨

の日 です とか、 ある い は近年 暑く なっ ており ます ので、 暑い 日の



日中 の遊 び場、 これ は 屋内を 指し ます けども 、そ うした 遊び 場の

要望 とい うもの は多 く 受ける とこ ろで ござい ます 。その 際に 、や

はり 新規 で設備 投資 を すると いう のは 大変ハ ード ルが高 いも ので

ござ いま すので 、や は り一つ 考え なけ ればい けな いのは 既存 施設

をい かに 活用し てい く のかと いう 観点 でござ いま す。既 に遊 び場

とし て機 能を有 して お ります 児童 文化 センタ ーで すとか 、あ るい

は子 育て 支援セ ンタ ー など、 こう した 施設の 利便 性向上 を一 層進

めて いく という こと が 大切だ と思 って おりま すし 、その ほか の施

設に つき まして も、 関 係各課 です とか 、ある いは 関係機 関と 連携

をして今検討を進めております。

ま んが 図書館 活用 事 業、こ れを 始め ており ます けれど も、 これ

も一 つの 民間と の連 携 でござ いま す。 放課後 子ど も教室 の実 施に

加え まし て、公 民館 活 動、あ るい は地 域の育 成会 活動、 子ど も会

活動 など 、様々 な場 面 で民間 事業 者や 地域の 方々 との連 携を 行っ

てきているとこでございます。

ま た、 本年度 にな り まして 、新 たに モデル 事業 といた しま して

は、 公民 館など にお け ます子 ども の居 場所づ くり に対す る支 援、

これ を実 施して おり ま して、 夏休 み期 間の実 績か らは、 今後 の子

ども の居 場所づ くり の 拡充に 向け ての 有効性 を確 認でき たと ころ

でも ござ います 。今 後 も関係 団体 との 連携強 化に 努めま すと とも

に、 民間 施設も 含め た 、体験 や運 動、 活動な どが 楽しめ る施 設に

つい て、 認知度 や利 便 性の向 上に 向け た取組 を進 めてま いり たい

と存じます。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 あ りが と うござ いま す。 実際に 今年 度も新 たな 取組



を始 めて いただ いて お ります ので 、そ ちらの 動向 も注視 して まい

りたいというふうに思っております。

ま た、 市民の 方か ら いただ いた 声等 も、こ うい う声が あり まし

たよ とい うこと を整 理 して、 担当 課の 職員さ んに もお伝 えさ せて

いた だい ており ます の で、そ ちら も参 考にし てい ただき なが ら、

子ど もの 遊び場 の確 保 策など 引き 続き 取組を 進め ていた だき ます

ようお願いをしておきたいと思います。

続 きま して、 大要 ２ 点目に 移り たい と思い ます 。こど も基 本法

では 、全 ての子 ども が 意見を 表明 する 機会と 多様 な社会 活動 に参

画す る機 会が保 障さ れ ること がう たわ れてお りま す。こ れは 単に

形式 的に 聞いた とい う ことで はな く、 子ども の意 見を尊 重し 、市

の政 策形 成に反 映さ せ ること を求 めて いるも ので あると 私は 認識

をしております。

そ こで 、まず 初め に 、この こど も基 本法で うた われて いる 全て

の子 ども が意見 を表 明 する機 会と 多様 な社会 活動 へ参画 する 機会

の確 保に ついて 、本 市 ではこ れま で具 体的に どの ような 取組 を行

って きた のか、 その 目 的や方 針も 併せ てお伺 いし ておき たい と思

います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 子ど もの 意見 を聞く 取組 状況と その 目的

と方 針に ついて でご ざ います が、 具体 的な取 組と いたし まし ては、

これ まで 子ども 会や 学 習支援 の場 など の子ど もが 集まる 場で の意

見聴 取、 子ども を対 象 にした アン ケー トの実 施、 高校生 との 意見

交換 会の 実施、 子ど も 向けの ホー ムペ ージで ある よなご っこ ポー

タル での 意見募 集の ほ か、各 施策 を実 施する 際に 意見を 聞く 機会



を設けるなどの取組を行ってまいりました。

こ のよ うな取 組の 目 的とい たし まし ては、 施策 の主体 であ る子

ども の実 情や意 見を 反 映する こと によ りまし て、 実効性 のあ るも

のと する ことで あり 、 また自 分の 意見 が受け 止め られ社 会に 関わ

る経 験は 、子ど もの 自 己肯定 感や 自己 有用感 の向 上にも つな がる

と考えております。

昨 年度 策定い たし ま したよ なご っこ 未来計 画に おきま して は、

子ど もの 意見を 聞く こ とを重 点的 な取 組とし て掲 げてお り、 今後

も様 々な 場面で 意見 を 聞く取 組を 継続 して行 って いくこ とと して

おります。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 重 要性 に ついて もあ る程 度理解 して いただ いた 上で、

いろ いろ 取組を して い ただい てる 現状 かなと いう ところ だと 思い

ます。

子 ども たちが 安心 し て自ら の意 見を 表明で きる 環境を 整え てい

くこ とは 、健や かな 成 長の根 幹に 関わ る重要 な要 素であ ると いう

ふう に考 えてお りま す 。もし 否定 され るので はで あった り、 比較

され るの ではと 常に 不 安を抱 えて いた ら、発 言意 欲は萎 縮し てし

まい ます 。それ では 個 性や創 造性 の芽 を摘ん でし まいか ねま せん。

子ど もの 本音や 斬新 な 発想は 心理 的安 全性が 担保 されて こそ 生ま

れる もの である とい う ふうに 考え てお りまし て、 否定や 比較 が子

ども たち の自由 な意 見 表明を 妨げ る要 因とさ れて おりま すけ れど

も、 本市 として 心理 的 安全性 をど のよ うに確 保し ていく お考 えか

を伺っておきたいと思います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。



○瀬 尻こ ども総 本部 長 子ど もた ちの 心理的 安全 性の確 保に つい

てで ござ います が、 子 どもた ちが 安心 して意 見を 述べる 上で 環境

づく りは 非常に 重要 で あると 認識 して おりま す。 子ども の意 見を

聞く 場に おきま して は 、聞く 側の 大人 の雰囲 気づ くりが 重要 であ

り、 また ふだん から 子 どもと の信 頼関 係を構 築で きる人 物と 協力

し意 見を 聞くと いっ た 工夫や 、ど のよ うな意 見も 尊重さ れる こと、

お互 いの 意見を 大切 に するこ とと いっ た意見 を聞 く場の ルー ルを

決め てい くこと も大 切 である と考 えて おりま す。 国のガ イド ライ

ンを 参考 に、子 ども が 意見表 明し やす い環境 を確 保する こと で子

どもたちの心理的安全性を確保していきたいと考えております。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 聞 く側 の スタン スと いう のは非 常に 重要に なっ てく

ると いう ふうに 思っ て おりま すの で、 先ほど 御答 弁もい ただ きま

した けれ ども、 国の ガ イドラ イン もあ ります ので 、そち ら参 考に

して いた だきな がら 取 り組ん でい ただ きたい とい うふう に思 って

おります。

こ の子 どもの 意見 を 聞くに 当た って 、具体 的な 方法と して は大

きく ２つ のパタ ーン が あるの かな とい うふう に思 ってお りま して、

一つ はア ンケー トな ど によっ て広 く取 ってい くっ ていう とこ ろと、

もう 一つ は、例 えば 鳥 取市さ んが 実施 されて いる こども 未来 会議

とい うも のがあ るん で すけれ ども 、こ ういっ たも ので深 い議 論を

行う とい うふう な方 法 があり ます ので 、どち らか のパタ ーン に分

けら れる のかな とい う ふうに 思っ てお ります 。こ れ、い ずれ も有

効な アプ ローチ であ る と思っ てお りま して、 併用 してい くこ とで

多様 な声 を拾い 上げ る ことが 可能 にな ると考 えま すが、 今後 より



多く の子 どもた ちの 意 見を把 握す るた め、ど のよ うな手 法で 機会

を拡充していくお考えか伺いたいと思います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 子ど もの 意見 を把握 する ための 手法 につ

いて でご ざいま すが 、 今後も 様々 な方 法で子 ども たちの 意見 を聞

いて いく ことを 考え て おりま すが 、方 法の一 つと いたし まし ては、

広く 意見 を募り 、ま た 人前で 意見 を表 明する こと が苦手 な子 ども

たち も意 見表明 しや す いよう 、現 在開 設して いる ホーム ペー ジ上

で意 見を 寄せる こと が できる サイ ト、 よなご っこ ポータ ルを 広め、

広範囲な意見聴取に取り組んでいきたいと考えております。

そ のほ か、各 子ど も ・子育 て施 策を 行う際 に、 子ども 自身 に対

しま して アンケ ート を 行うな ど、 今後 も子ど もた ちの意 見把 握に

努め てい きたい と考 え ており ます 。ま た一方 で、 子ども たち が集

い、 深い 議論の 上、 意 見を表 明す る機 会も子 ども の体験 や社 会参

画の 観点 からも 重要 で あると 考え てお りまし て、 現在、 議論 する

テー マの 設定や メン バ ー構成 など につ いて検 討し ている とこ ろで

ござ いま す。今 後こ の ような 子ど もた ちがテ ーマ に応じ 議論 し、

意見を表明できる場を設けていきたいと考えております。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 よ なご っ こポー タル も課 題があ ると いうふ うに も伺

って いる ところ では あ ります が、 こち らもぜ ひ有 効に活 用し てい

ただ きた いと思 いま す し、ま た先 ほど 御答弁 いた だいた よう に、

実際 に子 どもた ちが 集 い、意 見を 表明 する機 会に ついて も検 討し

てい ただ いてる との こ とです ので 、今 後の取 組に 期待を した いと

いうふうに思っております。



も う１ 点、忘 れて は ならな い視 点と して、 一部 の活発 な子 ども

の声 を聞 くだけ でな く 、声の 届き にく い子ど もた ちの声 をど のよ

うに 聞い ていく か、 そ の姿勢 や取 り組 み方も 非常 に重要 であ ると

いう ふう に考え てお り ます。 意見 がな いので はな く、環 境や 特性

によ り声 を届け られ ず にいる 子ど もも 多く存 在し ます。 本市 では、

特に 声が 届きに くい 子 どもた ちの 意見 を丁寧 に拾 い上げ るた め、

どの よう な具体 的ア プ ローチ を検 討、 または 計画 されて いる のか

お伺いいたします。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 声が 届き にく い子ど もた ちへの アプ ロー

チに つい てでご ざい ま すが、 子ど もた ちの支 援者 や本人 が信 頼し

てい る人 と連携 し、 子 どもた ちが 話し たいこ とを 聞き、 受け 止め

る姿 勢を 持ち、 子ど も たちに とり まし て安心 して 意見を 言え る場

をつ くる ことが 重要 で あると 考え てお ります 。そ のため に、 これ

まで 児童 養護施 設に お きまし ては 、施 設の職 員、 こども ☆未 来塾

では 子ど もたち がふ だ ん勉強 を教 えて もらっ てい る大学 生に 協力

いた だき 、子ど もた ち が意見 を言 いや すい環 境の 下で意 見聴 取を

行っ てま いりま した 。 今後も 子ど もた ちと信 頼関 係を構 築し てい

る関 係者 と協力 し、 声 が届き にく い子 どもた ちの 意見を 聞く 取組

を進めていくこととしております。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 一 概に 声 が届き にく いと いって も様 々なパ ター ンが

想定 され ますの で、 こ うすれ ばい いと いう簡 単な 話では ない のか

なと いう ふうに 思っ て おりま すけ れど も、し っか り聞い てい くん

だと いう スタン スを 堅 持して いた だき ながら 、引 き続き 取組 を進



めていただきたいなというふうに思っております。

こ れま でのと ころ で は意見 を聞 くと いうこ とに 焦点を 当て てき

まし たが 、ここ から は 、その 意見 をど のよう に反 映して いく かと

いう こと につい て伺 っ ていき たい と思 います 。こ れまで 様々 な手

法で 子ど もの声 を聞 い てこら れ、 今後 も聞い てい くんだ とい うよ

うな 御答 弁をい ただ い たかと 思い ます が、本 当に 重要な のは 、聞

いて 終わ りでは なく 、 届いた 声が 実際 にまち に反 映され てい くこ

とで はな いでし ょう か 。子ど もた ちの 心に、 どう せ言っ ても 変わ

らな いと いう諦 めを 植 え付け るの では なくて 、自 分の声 が未 来を

つく る力 になる んだ と 感じて もら うこ とが声 を届 けやす い環 境づ

くりにもつながっていくと考えております。

そ こで 伺いま す。 こ れまで に本 市に 寄せら れた 子ども の声 がき

っか けと なり、 市の 施 策や事 業が 具体 的に変 わっ た事例 があ れば

伺い ます 。また 、そ れ らの取 組に 対す る市の 自己 評価に つい ても

伺いたいと思います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 子ど もの 声が 反映さ れた 施策の 事例 と評

価に つい てでご ざい ま すが、 事例 とい たしま して は、東 山中 学校

３年 生が 探求学 習の 一 環で作 成い たし ました ４Ｒ 推進日 めく りカ

レン ダー を製品 化し 、 市内の 全小 学校 、各公 民館 へ配付 して いる

とこ ろで ござい ます 。 そのほ かに も、 米子駅 の南 口に位 置す る目

久美 公園 につき まし て は、米 子工 業高 等専門 学校 の学生 の提 案し

たデザインを基に整備工事を進めているところでございます。

子 ども たちの 意見 が 反映さ れた 施策 は、そ の施 策自体 が子 ども

のニ ーズ を踏ま えた 、 より実 効性 のあ るもの とな るとと もに 、子



ども たち の成功 体験 と なるた め、 自己 肯定感 や自 己有用 感や 主体

性を 高め ること につ な がり、 再び 意見 を表明 しよ うとす る好 循環

の動機づけになるものと評価しております。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 実 際に お 伺いし てみ ると 事例も ある という こと です

ので 、こ ういっ た事 例 もしっ かり 広報 してい ただ くとい いま すか、

見え る化 してい ただ く ことで 続い てく る意見 とい うもの もあ ると

思い ます ので、 そう い ったと ころ もぜ ひお願 いし たいと いう ふう

に思います。

そ の一 方で、 いた だ いた声 全て を反 映する とい うこと は現 実的

に考 える となか なか 難 しい部 分も ある のでは ない かなと いう ふう

に想 像す るわけ です が 、ただ 、言 って も無駄 だっ たとい うふ うに

感じ させ ないた めに は 、反映 した かど うかと いう ところ 、ま たは

なぜ 反映 できな かっ た のかを 伝え ると いうフ ィー ドバッ クと いう

もの も欠 かせな いの で はない かと 思い ます。 これ によっ て、 子ど

もと の信 頼関係 を築 き 、次の 意見 表明 にもつ なが るので はな いで

しょ うか 。聞い て終 わ りにし ない ため に、反 映、 不反映 の理 由も

含め たフ ィード バッ ク の仕組 みも 必要 だとい うふ うに考 えま すが、

本市としてどのように考えているのかお伺いをいたします。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 フィ ード バッ クの仕 組み につい てで ござ

いま すが 、意見 を聞 い た後、 子ど もた ちへ施 策へ の反映 の検 討状

況や 反映 結果を フィ ー ドバッ クす るこ とは誠 実な 説明責 任の 観点

から も、 子ども に学 び の機会 をつ くる ことや 自己 有用感 を向 上す

る観 点か らも重 要で あ ると認 識し てお ります 。ま た、聞 いた 意見



がど う取 り扱わ れ、 ど のよう にフ ィー ドバッ クす るかを 意見 を聞

く前 にあ らかじ め子 ど もたち に伝 えて おくこ とも 重要で ござ いま

す。 フィ ードバ ック に 当たり まし ては 、意見 聴取 の方法 に応 じま

して 、子 どもた ちに 伝 わる方 法で 行う ことが 必要 であり 、そ の際

の資 料も 子ども が読 ん で分か りや すい ものと なる よう工 夫す るよ

う必要があると考えております。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 ど のよ う な聞き 方を した 場合に どの ように フィ ード

バッ クを してい くか 、 それぞ れ方 法に よって 異な ってく ると 思い

ます ので 、難し い部 分 もある のか もし れませ んが 、ぜひ 工夫 して

対応していただきますようにお願いをしておきたいと思います。

続 いて 、大要 の３ 点 目に移 りま す。 公立小 中学 校体育 館の 暑さ

対策 につ いてと いう こ とで、 こう いっ た問題 につ いては これ まで

も議 会で 度々取 り上 げ られて きた かな という ふう に思っ てお りま

すし 、当 局の皆 様に お かれま して も、 その重 要性 につい ては 十分

認識されているものということは重々承知をしております。

そ の上 で、こ の夏 の 状況も 踏ま え、 改めて 質問 をさせ てい ただ

きま すの は、多 くの 方 から体 育館 の環 境につ いて 御心配 の声 をい

ただ くと いう現 状が あ るから でご ざい ます。 それ は保護 者の 方に

限ら ず、 教育現 場の 方 であっ たり 、学 校開放 事業 で体育 館を 利用

され る方 など、 様々 な 方が教 育施 設と しての 観点 だけで なく 、避

難所 とな り得る 防災 の 観点か らも 御意 見をい ただ くため 、こ の問

題が 今現 状どう いっ た ところ にあ るの かとい うと ころを 含め て確

認を させ ていた だき た いと思 い、 質問 として 取り 上げさ せて いた

だいております。



そ れで は、ま ず初 め に、小 中学 校体 育館の 現状 につい て、 夏場

の気 温や 湿度の 実態 、 またそ れに よっ てどの よう なリス クが ある

のか 、公 立小中 学校 体 育館が 抱え てい る現状 と課 題につ いて お伺

いをいたします。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 公 立小 中学校 の体 育館の 夏場 の温

度や 湿度 の実態 、そ れ による リス クと いった 現状 と課題 につ いて

の御 質問 でござ いま す が、小 中学 校の 体育館 には 現在、 冷房 機能

を持 つ空 調設備 を設 置 してお らず 、ま た断熱 性能 も不十 分な ため

外気 の影 響を受 けや す く、室 温や 湿度 が高く なる 傾向が ある と考

えております。

こ のよ うな状 況か ら 、教育 環境 の観 点では 、体 育館を 使用 する

際に 、引 き続き 児童 生 徒の安 全面 に十 分配慮 し、 熱中症 対策 を講

じる 必要 がある もの と 認識し てお りま す。ま た、 避難所 とし て使

用す る場 合にお きま し ても、 避難 者の 体調へ の配 慮が求 めら れま

すことから、同様に対策を講じる必要があると考えております。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 単 に暑 く て不快 であ ると いうレ ベル の話で はな くて、

命にも関わる問題であるというふうに認識を持っております。

教 育環 境の観 点で も 、避難 所と して の観点 でも 対策を 講じ る必

要が ある と御答 弁を い ただき まし たが 、この 猛暑 が続く 中で 、暑

さ対 策と して現 在ど の ような 取組 を実 施して おら れるの かお 伺い

をしたいと思います。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 現 在行 ってお りま す暑さ 対策 のう



ち、 まず 、教育 環境 の 取組に つい て答 弁させ てい ただき ます 。体

育館 で授 業を行 う際 は 、窓の 開放 や大 型扇風 機の 使用、 それ から

小ま めな 休憩と 水分 補 給など によ りま して、 児童 生徒の 体調 に配

慮し た対 策を行 って る ところ でご ざい ます。 また 、暑さ 指数 が高

い場 合は 体育館 の使 用 を控え 、活 動場 所を変 更し たり、 ほか の教

科に 振り 替えた りす る など、 柔軟 に対 応して いる ところ でご ざい

ます 。ま た、始 業式 や 終業式 につ きま しても 、学 校によ って はリ

モー ト開 催とい たし ま して、 オン ライ ンで各 教室 で実施 する など

の工夫をしてるところでございます。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 避 難所と して の取 組につ きま して、 私の ほう

から答弁をさせていただきます。

現 状と しまし ては 、 避難所 を開 設す る場合 、公 民館な ど空 調設

備が 整備 されて いる 公 共施設 を優 先し て選定 して おりま して 、学

校施 設を 避難所 とし て 使用す る際 は、 必要に 応じ てエア コン が既

に整 備を されて いる 教 室等を 活用 する ことと して おりま す。 また、

空調 設備 のない 体育 館 等を避 難所 とし て開設 する 場合は 、ス ポッ

トク ーラ ーを持 ち込 む など、 暑さ 対策 を行っ てい るとこ ろで ござ

います。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 教 育環 境 の観点 と避 難所 の観点 とで それぞ れ御 答弁

いた だい た中で 、今 で きる対 策と して は実施 して いただ いて ると

いう よう なこと だっ た かとい うふ うに 思いま すが 、その 上で 、や

はり こう いった 声が 保 護者さ ん等 から も上が って きてい ると いう

こと は重 く受け 止め て いただ きた いな という ふう に思っ てお りま



す。

こ の対 策とい うも の を突き 詰め てい くと、 やは り空調 を設 置し

たほ うが いいと いう こ とにな って 、こ れまで も様 々議論 がな され

てき たと いうふ うに 理 解をし てい ると ころで はあ ります けれ ども、

空調 の設 置につ いて 、 これま でに どの ような 検討 を行っ てき たの

か、具体的な内容についてお伺いをいたします。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 学 校体 育館へ の空 調設備 設置 に関

しま すこ れまで の検 討 状況に つい てお 答えさ せて いただ きま す。

体育 館に つきま して は 、今後 新設 、ま たは改 築を 行いま す体 育館

につ きま しては 、順 次 、空調 設備 を整 備して いく 方針と した とこ

ろで ござ います 。ま た 、当面 改築 の予 定がな い既 存の体 育館 につ

きま して も、適 切な 教 育環境 を提 供す るため に必 要とな る断 熱改

修の 内容 や空調 設備 に 求めら れる 能力 などに つき まして 、現 在検

討を進めてるところでございます。以上です。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 費 用に つ いても 検討 され ている と思 います ので 、空

調設置に係る費用についても伺いたいと思います。

ま た、 現状活 用が 可 能な国 ・県 の補 助制度 や交 付金な ど、 財源

の種類とその課題点についても併せてお伺いしたいと思います。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 そ うい たしま すと 、まず は空 調設

備設 置に 係りま す費 用 につい てお 答え させて いた だきま す。 これ

はあ くま でも教 育環 境 の整備 とい う観 点から の一 例では ござ いま

すが 、あ る学校 体育 館 １棟に おけ ます 断熱改 修を 含めた 空調 設備



の設 置費 用につ いて 試 算を行 って おり ますが 、概 算で約 １億 1,０

００万円となったところでございます。

次 に、 活用可 能な 財 源の種 類と その 課題点 につ いてで ござ いま

すが 、現 時点に おき ま しては 、空 調設 備整備 臨時 特例交 付金 、ま

たは 緊急 防災・ 減災 事 業債の 活用 が可 能だと 把握 してる とこ でご

ざい ます 。課題 とい た しまし ては 、い ずれに いた しまし ても 、い

ずれ の財 源も一 定程 度 の地元 負担 が必 要でご ざい まして 、必 要な

空調 性能 や断熱 性能 を 確保す るた めの 整備の 内容 によっ ては 整備

費用 が高 額とな るこ と が見込 まれ まし て、そ れに 伴って 地元 負担

の増 加も 想定さ れて る ところ でご ざい ます。 その ため、 さら なる

財源 の確 保が今 後の 課 題であ るも のと 認識し てお ります 。以 上で

す。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 緊 急防 災 ・減災 事業 債に ついて は、 たしか 令和 ７年

度ま でだ ったと いう ふ うに記 憶し てお りまし て、 延長さ れる 可能

性も ある という ふう に 聞いて おり ます が、空 調設 備整備 臨時 特例

交付 金の ほうが 現実 的 なのか なと いう ふうに 考え ており ます 。こ

の制 度見 ますと 、上 限 が 7,０ ０ ０ 万 円 と い う こ と で 、 １ 億 1,０ ０

０ 万 円 に 比 べ る と 大 幅 に は み 出 す こと が想定 され るとい うふ うな

こと だっ たかな と思 い ますが 、空 調設 置に係 る費 用の算 出に つい

て、その積算の根拠について伺いたいと思います。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 空 調設 備設置 に係 ります 費用 の積

算の 根拠 につい ての お 尋ねで ござ いま すが、 先ほ どの概 算で ござ

いま すが 、これ は教 育 環境の 改善 とい う観点 から 必要と され ます



設備 のほ か、空 調性 能 、それ から 断熱 性能を 想定 の上、 積算 した

ものでございます。

な お、 災害時 に避 難 所とし て体 育館 を利用 する ための 環境 整備

をす るに は、さ らに 追 加の設 備が 必要 になる もの と想定 して ると

こでございます。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 必 要な 経 費を積 んで いっ た結果 、１ 億 1,０ ０ ０ 万 円

程 度 か か る と い う よ う な 概算 が出 てき たって いう ことだ った かな

と思 って おりま す。 避 難所に 求め る災 害時に も対 応可能 な機 能な

どを 持た せよう と思 う と、も う少 し費 用が上 がっ てくる ので はな

いか なと いうふ うな こ とだっ たか なと いうと ころ で、で すの で、

国等 にも 要望し てい た だいて ると いう ような 状況 かなと いう ふう

に理解をしました。

令 和７ 年６月 ２３ 日 の文部 科学 省の 報道発 表資 料、「 公立 学校

の体 育館 等にお ける 空 調（冷 房） 設備 の設置 状況 調査を 実施 」と

いう 資料 を拝見 しま す と、体 育館 等の 空調設 備設 置状況 が都 道府

県別 に記 載され てご ざ います 。こ ちら は、全 国平 均で２ 2.７ ％ と

い う こ と で す が 、 東 京 で あ っ たり 大阪 が大き く牽 引して いる 数字

であ ると いうふ うに 読 み取っ てお りま す。そ の東 京、大 阪に 次い

で、 ３番 目につ けて い るのが 山形 県と いうこ とで 、山形 の次 は兵

庫県 なん ですけ れど も 、山形 県４ 3.４ ％ と か な り 設 置 が 進 ん で い

る 状 況 の よ うで す。 こ ちら全 国的 な設 置率の 状況 を見ま すと 、山

形県 は群 を抜い てい る ように 思い ます が、そ の要 因につ いて どの

ように認識をしておられるのかお伺いしたいと思います。

○岡田議長 浦林教育長。



○浦 林教 育長 山形 県 の設置 率が 高い 要因に つい てでご ざい ます

が、 これ は山形 県内 で 発生し た中 学生 の熱中 症事 案を受 けま して、

山形 県が 市町村 に対 す る補助 制度 を設 け、中 学校 の体育 館へ のス

ポッ トク ーラー 導入 を 推進し てい るこ とが一 因で はない かと いう

ふうに考えております。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 お っし ゃ られる とお りか なとい うふ うに思 って おり

まし て、 スポッ トク ー ラーと いう 設備 にして も、 県の後 押し を得

るこ とに よって 非常 に スピー ド感 を持 って取 り組 まれた ので はな

いか なと いうふ うに 想 像する わけ です けれど も、 こちら も本 市も

既に やっ ていた だい て るとい うふ うに は伺っ てお ります が、 国だ

けで なく 、県の ほう に も財源 の要 望を もう少 しし っかり とし てい

かれ ても よいの では な いかな とい うふ うにも 思っ たりす ると ころ

であ りま す。も ちろ ん 県のほ うも 恐ら く国の 動き を見て とい うこ

とに なろ うかと は思 い ますが 、都 道府 県単位 で設 置率と いう もの

の調 査の 数字も 出て い るわけ です ので 、やは り県 のほう にも 積極

的に 働き かけを 行っ て いただ きま すよ うに要 望を してお きた いと

思います。

体 育館 への空 調設 置 を円滑 に進 める ために は、 整備順 序な ど、

計画 の骨 子を早 期に 固 めてお くこ とが 重要だ と考 えます が、 整備

計画 の策 定に向 けた 今 後の進 め方 につ いてお 伺い してお きた いと

思います。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 体育 館 への空 調設 備の 設置の 今後 の進め 方に つい

ての お尋 ねでご ざい ま す。小 中学 校の 体育館 への 空調設 置に つき



まし ては 、教育 環境 の 改善に 加え まし て、災 害時 におけ る避 難所

とし ての 環境整 備の 観 点も踏 まえ まし て、現 在、 事業化 に向 けて

整備 内容 などの 検討 を 進めて いる とこ ろでご ざい ます。 今後 も必

要に 応じ て、国 、あ る いは議 員も おっ しゃい まし た県等 の関 係機

関と 連携 しまし て、 最 新の技 術や 他の 自治体 の好 事例、 さら に、

有利 な財 源等に 関す る 情報収 集に 努め ながら 、体 育館へ の空 調設

置につなげていきたいというふうに考えております。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 私 もい ろ いろ事 例は 結構 調べさ せて いただ いた りし

たん です けれど も、 こ の条件 次第 では 既存の 枠組 みの中 でも もし

かし たら 着手で きる と ころと いう のは あるの では ないか なと いう

ふう に想 像した りし ま すが、 検討 中と いうこ とで すので 、ま た適

切な 時期 にお示 しい た だける もの と思 って、 そち らを待 ちた いと

いうふうに思います。

次 に、 大要４ 点目 に 移りま す。 ウオ ーカブ ルの 取組に つい て伺

ってまいりたいと思います。

道 路や 広場の 整備 と いった ハー ド整 備の部 分は 比較的 目に 見え

やす い一 方で、 にぎ わ い創出 など のソ フト施 策は 断片的 にな りや

すく 、市 民から は見 え づらい 面が ある という ふう に認識 して おり

ます 。こ のハー ドの 取 組とソ フト の取 組が両 輪で しっか り回 って

いく こと で、よ り使 わ れる公 共空 間と なり、 歩い て楽し いま ちづ

くりにつながっていくものと考えております。

そ こで 、まず 、本 市 のウオ ーカ ブル の取組 にお けるソ フト 施策

の現状について伺っておきたいと思います。

○岡田議長 若林経済部長。



○若 林経 済部長 ソ フ ト部分 の施 策の 現状に つい てのお 尋ね でご

ざい ます 。ソフ ト事 業 につき まし ては 、本市 とい たしま して は支

援と いう 形が主 にな っ ており ます が、 従来か ら中 心市街 地の 商店

街エ リア を対象 に様 々 な事業 に取 り組 んでい ると ころで ござ いま

す。 ウオ ーカブ ル推 進 により まし て対 象エリ アが 拡大し た後 も、

各エ リア におけ るハ ー ド整備 の進 捗に 応じて 新た な事業 を実 施し

てい ると ころで ござ い ます。 主な 事業 といた しま しては 、ウ オー

カブ ル推 進エリ アに お けるイ ベン ト開 催への 支援 を引き 続き 行う

ほか 、商 店街へ の誘 客 や滞在 環境 の向 上を目 的と いたし まし て、

空き 店舗 改修に おき ま してト イレ やキ ッチン の整 備を行 う場 合の

支援 の取 組を行 って お ります 。ま た、 米子市 文化 財団の 協力 を得

まし て、 公会堂 にお い てナイ トタ イム レコー ドを 定期的 に開 催し、

滞在 時間 を延ば すよ う な取組 を実 施し ており ます 。これ らの 取組

を通 じま して、 新た な にぎわ い創 出と 人の流 れが 生まれ ます 活性

化を図っていきたいと考えております。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 い ろい ろ やって いた だい てると いう ことだ った かと

思い ます が、使 われ る ことを 想定 した ハード 整備 という より かは、

ハー ド整 備が先 行し て しまっ てい るの ではな いか という ふう な懸

念の 声も いただ いた り すると ころ であ ります 。私 自身も この ソフ

トの 取組 とハー ドの 取 組のス ピー ド感 ってい うも のに少 し乖 離が

ある ので はない かと い うふう に考 えて おり、 実際 にお金 をか けて

ハー ドを 整備し た後 に 十分に 活用 して いただ ける のかと いう 点に

つい て少 し課題 感を 持 ってご ざい ます 。ソフ ト施 策の展 開が ハー

ド整 備に 比べる と足 り ていな い印 象が ありま すが 、この 点を どの



よう に課 題とし て認 識 して、 評価 をし ている のか お伺い をい たし

ます。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 課題 認識 でご ざいま すが 、これ まで 整備

をい たし ました 基盤 を 生かし なが らさ らなる にぎ わいに つな げて

いく こと 、そし て、 新 たな民 間投 資を 誘発し てい くこと 、こ の点

について課題認識を持っているところでございます。

そ こで 、先ほ ど経 済 部長か らも ござ いまし たと おり、 イベ ント

の開 催で すとか 、あ る いはえ る・ もー るのア ーケ ードの とこ でや

って おり ますほ こみ ち 制度の 活用 です とか、 さら には土 地利 用の

規 制 緩 和 、 こ れ は 駅 の 南 口 で 行 っ て ご ざ い ま す が 、 こ う い っ た

様々 なソ フト対 策を こ れまで 講じ てま いりま した 。これ にと どま

らず 、今 後必要 とな る 対策も 当然 なが らござ いま す。そ こで 、米

子の 駅前 ですと か、 角 盤町、 朝日 町周 辺の関 係者 の皆様 方と 現在

継続 的に 意見交 換を 行 ってい ると ころ でござ いま す。以 上で あり

ます。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 ソ フト 部 分の手 法と して 、近年 、全 国のま ちづ くり

先進 の地 域でエ リア マ ネジメ ント とい う手法 が注 目され てお りま

すの で、 そちら につ い て少し 伺っ てい きたい と思 います が、 この

エリ アマ ネジメ ント の 基本的 な概 念を どのよ うに 理解し てお られ

るのかお伺いしたいと思います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 この エリ アマ ネジメ ント でござ いま すが、

国の ほう で各省 庁が 定 義を示 して ござ います 。こ の定義 によ りま



すと 、地 域にお ける 良 好な環 境や 地域 の価値 を維 持・向 上さ せる

ため の住 民、事 業主 、 地権者 等に よる 主体的 な取 組、こ のよ うに

定義をされているところであります。

な お、 このエ リア マ ネジメ ント のエ リアの 概念 につき まし ては、

自治 会で すとか 商店 街 、公園 、マ ンシ ョンな ど様 々でご ざい ます。

こう いっ た目的 です と か、エ リア の範 囲、単 位に よって ＮＰ Ｏと

か、 まち づくり 協議 会 、ある いは 会社 組織な ど、 様々な マネ ジメ

ント の主 体とい うの も 想定さ れる もの と理解 をし てると ころ であ

ります。以上です。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 一 般的 な ことで 御答 弁い ただい たか なとい うふ うに

思います。

こ のエ リアマ ネジ メ ントは 、単 なる 清掃活 動や イベン ト開 催と

いっ た点 の取組 では な く、地 域住 民や 事業者 、地 権者な どが 、先

ほど 御答 弁いた だい た ように 、主 体と なり、 特定 のエリ アの 価値

を維 持・ 向上さ せる た めの持 続的 な活 動であ ると いうふ うに 言わ

れて おり ます。 この 持 続的な とい う点 であっ たり 、エリ アの 価値

を高 めて いくと いう こ とが非 常に 重要 な視点 であ るとい うふ うに

私は 考え ており ます 。 民間な らで はの 自由な 発想 とスピ ード 感、

そし てビ ジネス 視点 を 生かし たき め細 やかな まち づくり は地 域の

魅力 を高 め、結 果と し て市の 税収 増に も貢献 する という こと も考

えられるのではないでしょうか。

こ の地 域の魅 力や 持 続的な にぎ わい を生み 出す には、 民間 が主

体と なる エリア マネ ジ メント が重 要だ という ふう に言わ れて おり

ます が、 中心市 街地 の 活性化 やウ オー カブル 施策 を推進 する 上で、



エリ アマ ネジメ ント は どの程 度重 要で 、また どの ような 役割 を担

う仕 組み として 必要 だ と考え てお られ るのか 、見 解を伺 いた いと

思います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 まず 、重 要性 への認 識で ござい ます が、

議員 がお っしゃ った 中 心市街 地活 性化 の観点 も含 めまし て、 暮ら

しの 中で 本市な らで は の豊か さを 市民 の皆様 に実 感いた だく ため

にも 、住 民、民 間団 体 などが 主体 とな った適 切な エリア マネ ジメ

ント がま さに必 要な も のであ ると 、こ のよう に考 えてご ざい ます。

そ して 、担う べき 役 割につ いて でご ざいま すけ ども、 今、 本市

が推 進を してご ざい ま す歩い て楽 しい まちづ くり でござ いま すが、

この 推進 に際し まし て 、ハー ド整 備を 活用し たに ぎわい づく り、

また まち の魅力 向上 な どの観 点で 、こ れは新 商都 のまち づく り、

毎年 度公 表して ござ い ますが 、そ の中 で、民 間事 業者と 連携 して

取り 組む ことを 掲げ て いると ころ であ ります 。例 えばで ござ いま

すけ ども 、こう いっ た 観点で 主体 的な 役割発 揮と いうも のが 期待

でき るの ではな いか と 、この よう に考 えてる とこ ろであ りま す。

以上でございます。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 あ りが と うござ いま す。 重要だ とい うこと だっ たか

なと いう ふうに 思っ て おりま して 、こ のエリ アマ ネジメ ント とい

うも のが 、理念 とか 、 役割で あっ たり 、趣旨 とい うもの がす ばら

しい とい うか、 優れ て いるも ので あっ たとし ても 、実際 に実 践す

るの が誰 かとい うと こ ろで、 この 担い 手とい うと ころが いな けれ

ばまちづくりは進まないというふうに思います。



そ こで 、本市 のま ち づくり を担 うプ レーヤ ーの 課題に つい ても

伺っ てい きたい とい う ふうに 思い ます 。これ まで も本市 のま ちづ

くり は志 ある市 民団 体 の方や 個人 の皆 様の情 熱と 努力に より 支え

られ てき たもの と思 い ます。 その 一方 で、現 場の ほうか らは プレ

ーヤ ーが 不足し てい る という 声は 、こ ちら以 前か ら聞い てい ると

ころ であ りまし て、 そ この課 題感 とい うのは 否め ない状 況な ので

ある とい うふう に認 識 をして おり ます 。現場 から はそう いっ た声

があ るん ですけ れど も 、まち づく りを 担うプ レー ヤーの 不足 とい

う現 状を どのよ うに 認 識をし てお られ るのか お伺 いした いと 思い

ます。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 プレ ーヤ ーの 現状に つい てでご ざい ます

が、 いわ ゆる中 心市 街 地エリ アに おき まして は今 様々な 民間 団体

の皆 様方 が主体 とな っ て、例 えば にぎ わい創 出に 向けた イベ ント

の開 催で すとか 、あ る いはま ちの 魅力 に係る 情報 発信な ど、 取り

組ん でい らっし ゃい ま す。例 えば 角盤 町です とか 、朝日 町、 元町、

こう いっ たエリ アで 地 区単位 で精 力的 に取り 組ん でいら っし ゃる、

そう いっ た動き もあ る と承知 をし てご ざいま す。 一方で 、こ の地

区単 位と いうの を超 え た、よ り面 的、 広域的 な観 点で取 組を 活発

化さ せて いく必 要性 が あると いう 点に おきま して は、私 ども も認

識を して いると ころ 、 課題が ある とい うふう な認 識をし てる とこ

ろであります。以上であります。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 精 力的 に 取り組 まれ てい る動き もあ るとい うこ とで

すけ ど、 それは もち ろ ん私も 認識 して おりま すし 、おっ しゃ ると



おり だな という ふう に 思う一 方で 、こ の現場 とし ても課 題感 があ

ると いう ふうに 聞い て おりま すの で、 こちら につ いては 対応 して

いかなければならないというふうに思っております。

た だ、 よほど のこ と がない 限り 、突 発的に まち づくり 担う プレ

ーヤ ーが すごく 急増 す るみた いな こと ってい うの はなか なか 考え

にく いの かなと いう ふ うに思 って おり まして 、や はり時 間を かけ

なが らで あって も、 し っかり とプ レー ヤーと なる 方を育 てて いく

こと が非 常に重 要な の ではな いか と考 えてお りま す。た だ、 そこ

にな かな か民間 側と し ても取 り組 む余 裕がな いと いうふ うな こと

も声 とし てはい ただ き ますの で、 そう いった とこ にどの よう に取

り組 んで いくの かっ て いうと ころ が重 要かな とい うふう に思 って

おります。

そ こで 伺いた いと 思 います が、 本市 でまち づく りのプ レー ヤー

が育 ちに くいと いう 要 因につ いて の分 析とこ の担 い手不 足の 状態

が続 いた 場合、 本市 の まちづ くり にど のよう な影 響を及 ぼす か、

危機感と併せてお伺いいたします。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 先ほ ど申 し上 げまし たと おり、 中心 市街

地に おい て精力 的に 現 段階で もま ちづ くり活 動に 取り組 まれ る皆

様方 もい らっし ゃる わ けであ りま す。 一方で 、こ れは全 国的 な課

題で もご ざいま すが 、 少子高 齢化 です とか、 ある いは本 市の 固有

の課 題と いたし まし て 、旧商 店街 地区 におけ ます 空き店 舗の 増加、

居住 人口 の減少 など 、 様々な 課題 もご ざいま す。 こうい った 課題

にも 起因 する形 で皆 様 方の活 動が 限定 的です とか 、ある いは なか

なか 、先 ほど申 し上 げ ました 、面 的に 広がり にく い、こ うい った



状況も生じているというふうに考えているところであります。

こ うい った中 にお き まして 、本 市と いたし まし ては、 歩い て楽

しい まち づくり をぜ ひ 推進し てま いり たいと 思っ ており ます が、

この 実現 に向け まし て 、この 活動 主体 の皆様 方が 活躍で きる 環境

整備 をぜ ひ図っ てい く ことが 、こ れ欠 かせな いと いうふ うに 考え

てご ざい ます。 そこ で 、皆様 方の 御意 見もよ く伺 いなが ら、 現在、

都市 再整 備計画 に基 づ いた基 盤整 備を 推進し てい るとこ ろで あり

ます。

今 後で ござい ます が 、おの おの の皆 様方、 プレ ーヤー の皆 様方

が連 携し やすい 仕組 み づくり など も含 めまし て、 これも よく 皆様

方の 御意 見を伺 いな が ら必要 な取 組を 進めて まい りたい と考 えて

ございます。以上であります。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 お っし ゃ ってい ただ いた 中に、 活動 主体が 活躍 でき

る環 境整 備を図 るこ と は欠か せな いこ ととい うふ うに考 えて いる

とい うこ とで、 全く そ のとお りだ なと いうふ うに と思っ てお りま

す。

で すの で、こ こか ら は、近 年注 目さ れてい る制 度であ る都 市再

生推 進法 人につ いて 伺 ってい きた いと 思いま すが 、まず はこ の制

度の 趣旨 をどの よう に 理解し てお られ るのか を伺 いたい と思 いま

す。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 議員 御指 摘の 都市再 生推 進法人 でご ざい

ます が、 これは 都市 再 生特別 措置 法に 基づき 市町 村から 指定 され

る法 人で ありま して 、 平成１ ９年 の制 度創設 以降 、現段 階で 全国



で１３７団体が指定をされてございます。

制 度の 趣旨で ござ い ますけ ども 、ま ちのに ぎわ いや魅 力発 信、

ある いは 公共空 間の 有 効活用 、管 理な ど、な かな か行政 だけ では

果た し切 れない 部分 も ござい ます 。こ ういっ た点 を含め まし て、

まち づく りの一 翼を 担 う仕組 みの 一つ として 期待 されて いる 制度

であると、このように理解をしてございます。以上であります。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 ま ちづ く りの担 い手 をつ くって いく 制度の 一つ とい

うこ とで 、でき たの は 平成１ ９年 だっ たと思 いま すが、 ここ 近年

でこ の制 度を活 用す る 自治体 さん が増 えてい るの かなと いう 印象

を持 って おりま して 、 近隣で いう と松 江市さ んが 、２０ ２３ 年度

だっ たと 記憶し てお り ますけ れど も、 募集、 そし て指定 をさ れて

いる とい うこと で、 非 常に注 目さ れて いる制 度で あると いう ふう

に認識を持っております。

こ ちら 、やは りそ れ なりに 利点 とい うか、 そう いった もの があ

るた めに 、民間 サイ ド として は応 募を して、 行政 サイド とし ては

指定 をす るとい うよ う な手続 を行 って 、実際 にこ の制度 が活 用さ

れて いる ものと いう ふ うに理 解を して いると ころ であり ます けれ

ども 、こ の制度 を活 用 した場 合の メリ ットを 市側 と法人 それ ぞれ

の立 場で どのよ うに 整 理をし てお られ るのか 伺い たいと 思い ます。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 まず 、法 人側 のメリ ット として でご ざい

ます が、 制度設 計上 、 大きく ２点 が想 定をさ れて いると ころ であ

りま す。 一つは 、ま ち づくり への 主体 的な関 与が 促進を され ると

いう 点で ありま す。 具 体的に は、 都市 再生整 備計 画、こ れは まち



づく りの 計画で ござ い まして 、本 市も 計画策 定し てござ いま すが、

この 作成 、変更 の市 町 村への 提案 とい うのが 可能 となっ てま いり

ます 。こ ういっ た制 度 活用に より まし て、ま ちづ くりに より 精力

的に 関与 が可能 にな っ てくる とい う点 が１点 であ ります 。も う１

点は 、国 による 財政 支 援が受 ける こと が可能 でご ざいま す。 具体

的に は、 制度融 資で す とか、 補助 制度 、ある いは 税制優 遇な どで

ござ いま して、 こう い った制 度活 用に よって 法人 として の経 営基

盤強 化に つなが って く るので はな いか 、この 点が １点あ ろう かと

考えてございます。

市 にと ってで ござ い ますけ ども 、例 えば公 共空 間をし っか りと

うま く活 用いた だい て にぎわ いの 創出 につな げて いただ くで すと

か、 ある いは先 ほど 申 し上げ まし た再 生整備 計画 の提案 によ りま

して 官民 でのま ちづ く りをよ り一 層進 めやす くな ると、 こう いっ

た点 など 、期待 でき る 制度で はな いか と認識 をし てござ いま す。

以上です。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 市 にと っ ても公 共空 間の 効果的 活用 による にぎ わい

創出 であ ったり 、都 市 再生整 備計 画の 提案に より 民間事 業者 と連

携し たま ちづく りの 展 開、促 進が でき たり、 あと 、民間 さん のほ

うで は、 財政支 援も 含 めた、 こち ら伴 走支援 の体 制がす ごく 強化

され るの かなと いう ふ うな印 象を 持っ ている とこ ろでは あり ます

けれ ども 、要す るに 双 方にと って メリ ットが ある ような 、メ リッ

トがあるということだったと思っております。

全 国的 には、 先ほ ど 御答弁 いた だい たよう に１ ３７団 体が 指定

され てい るとい うこ と で、導 入が どん どん進 んで いると いう よう



な制 度だ という ふう に 思って おり ます けれど も、 本市で は現 在ま

だ導 入さ れてお りま せ ん。こ ちら の導 入につ いて の見解 をお 伺い

したいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 議 員お っ しゃる とお り、 この制 度は やはり 有効 活用

すべ きと いうふ うに 私 として も思 って いると ころ でござ いま す。

全国 的に は、和 歌山 市 が非常 に積 極的 にこれ を活 用して いる とい

う事 例が あると 伺っ て おりま して 、例 えば和 歌山 市にお いて は、

公園 や駐 車場な どの 公 共空間 の利 活用 に取り 組ん でおら れま すし、

また 商店 街にお ける イ ベント の開 催な ど、法 人に よる取 組と いう

もの が進 んでい ると 伺 ってお りま す。 一方、 その 法人の 組織 の、

ある いは 人的体 制、 あ るいは 経済 基盤 など、 運営 上の課 題も ある

というふうにも同時に伺っているとこでございます。

し たが いまし て、 本 市とし ても この 都市再 生推 進法人 制度 につ

きま して は積極 的に 活 用した いと いう 思いは しっ かりと 持っ てい

きた いと 思いま すが 、 一方で 、つ くる ことが 目的 となら ない よう

に、 法人 をつく った 暁 にはそ れが 何を する法 人で 、どう いう 目的

を持 って 、そし ても う 一つ大 事な のは 担い手 、つ まりそ の法 人の

トッ プに 立って リー ド してい く人 材、 こうし たと ころが そろ った

とこ ろで 我々と して は しっか りと この 利活用 につ いても 積極 的に

関与していきたいというふうに考えております。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 あ りが と うござ いま す。 おっし ゃる とおり 、そ の制

度を 使っ てどう いう こ とをし てい くか という 点で あった りで すと

か、 制度 をつく った け どなか なか 募集 が集ま らな かった みた いな



こと にな っては いけ ま せんの で、 しっ かりと コミ ュニケ ーシ ョン

も必要だと思います。

担 当課 の職員 さん に もいろ いろ 伺い ました とこ ろ、視 察に も行

って おら れたり です と か、意 見交 換な どもし てい ただい てい ると

いう ふう にも聞 いて お ります ので 、ま たすご く前 向きな 印象 をす

ごい 、勝 手なが ら持 た せてい ただ いた ところ では ありま すし 、市

内の まち づくり 関係 の 方にも 話を 伺う ところ 、興 味を示 して おら

れる 方も おられ ると い うふう に認 識を してお りま すので 、こ ちら

もぜ ひ前 向きに 進め て いただ きた いな という ふう に要望 をし て、

以上 で私 の質問 を終 わ りたい と思 いま す。あ りが とうご ざい まし

た。

○岡田議長 暫時休憩いたします。

午前１１時４６分 休憩


